





























ィングに影響を与える（Cummins 1981、Hirose & Sasak i 1994、Sasak i & Hirose 1996）、（ii）















論説文に接した経験値の重要性については以前から指摘されている。Hirose & Sasak i（1994）は、
学習者のライティング能力は言語能力だけでなく、ライティングの経験とも相関関係があるとしてい


















































まとまり 話　　　題 役割 文の番号
1 エネルギーの必要性 一般 トピックの導入 S1、S5、S9
2 化石エネルギーの定義 特定 用語の定義 S12
3a 化石エネルギーの問題（有限性） 特定 主張を支える議論
（原因）　　　　　
S3、S8
3b 化石エネルギーの問題（有害性） 特定 S7
4a 化石エネルギーに関する予測（枯渇） 特定 主張を支える議論
（結果）　　　　　
S6
4b 化石エネルギーに関する見解（環境破壊） 特定 S11









学年 下位 中位 上位
低学年（１、２年） ①　16名 ②　７名 －
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下位 中位 中位 上位
冒頭部 ６% 29% 44% 88%
本　文 ０% 29% 67% 75%















下位 中位 中位 上位
冒頭部 25% 43% 56% 94%
本　文 19% 43% 33% 81%
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